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重度障害をもってスウェーデンに暮らす
ーごく普通に暮らす社会背景－
阿部祥子（北方園生活福祉研究所）
抄録
スウェーデンに住む重度障害をもっAさんは，集合住宅5階の障害対応住戸に住み，働き，自
立生活をしている。1階のサービスステーションから，パーソナルアシスタントが必要に応じ
て訪れ，彼の指示に従ったホームヘルプサービスが提供され，日々の暮らしが成り立っている。
本稿では，Aさんの暮らしがどのような背景で成り立つのかを探っている。まず訪問したサー
ビスステーションでの聞き取り及び最新の公的ホームヘルプサービス事業状況を見ている。次
に，冊子「障害をもっ人のストックホルム文化ツアー』をもとに，まちが障害をもっ人に如何
に配慮しているかに触れている。また， Aさんは，日常的にスポーツを楽しんでいるが， この
国の 「健康づくりとスポーツ」観と障害者スポーツの現状について述べている。最後に，こう
したAさんの生活を社会的に成り立たせているスウェーデンの障害者政策について，その背景
と概要，法律，住宅状況，労働生活，文化と娯楽， テクニカルエイ ド， 社会保険から探っている。
その結果，スウェーデン社会が，誰にも平等に，人生のどの段階でも欲する生活を，住み慣れ
た地域で営める社会システムを構築してきたことによって，はじめてAさんのごく普通の生活
が成り立っていることが明らかであった。
キーワード：サービスステーション，ホームヘルプサービス，移動し易いよう配慮されている
まち，健康づくりとスポーツ，障害者政策
はじめに
1999年8月に，当研究所より「北欧（スウェーデン）
における障害を持つ人の居住環境整備の現状」のテーマ
で研究費助成を受け，北欧を訪れた。スウェーデン在住
の本学非常勤講師藤井恵美先生には，見学計画の相談，
連絡交渉，通訳など，万般にわたるご助言，ご尽力を頂
いた。あまりに忙しい日程で研修に励む私どもに，先生
は驚かれるやら，呆れられるやら，であった。そうした
実状から，先生には「研究する前に，無心になってス
ウェーデンを体と心で感じることからはじめて欲しい」
との，言葉を頂いた。
外国を研究するにあたり，そこに住み暮らす人々に対
する最低限の礼節，研究上の心構えとして，この言葉が
心にしみた。そこで，本稿は，論文ではなく，研究ノー
トとしてまとめることとした。
見学させていただいた重い障害をもっ青年Aさんの一
人暮らしの生活の実状を通し，彼の自立した生活はなぜ
可能なのかを，サービスステーションやコルペン訪問，
ホームヘルプサービス確立の経過と現状やまちの歩き易
さ， 障害者政策の様相などを概観し，探ることとした。
I 訪問による聞き取りかう
l. Aさんの生活
Aさんは，重度障害をもっ20代後半の男性である。ア
テトーゼ型の脳性麻療があり，電動車椅子を常時使い，
移動の自由を確保している。コミュニケーションは，テ
レビ画面にコンピュータ入力することで行い，気の合う
パーソナルアシスタントのアシストを受け，一人暮らし
をしている。
住まいは， 集合住宅の5階にある約80m'の障害対応住
戸で， 20歳前後からここに住んで、いる。ダイニングキッ
チンと居間，サニタリールームと l寝室からなり，内庭
に向いてベランダが付いている。l階にはサービスス
テーションがあり，そこからパーソナルアシスタン トは
往復し， Aさんの自宅生活を支えている。
Aさんは，朝目覚めると，サービスステーションに救
急ボタンで連絡し，パーソナルアシスタン トが駆けつけ
る。朝の洗顔，更衣，朝食を摂るなど，Aさんの指示に従っ
て済ませた後， 朝の 7時からの勤めに出勤する。コン
ピュータによる仕事をしている職場には，自宅とは別な
?
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ノTー ソナルアシスタントがおり， 12時まで働く。自宅に
戻って昼食を摂り，午後の自由な自分の時間を過ごす。
昼寝で疲れをとり，その後は大抵スポーツセンターへ出
かける。音楽会など劇場に向かうこともある。夕食を摂
り，シャワーを浴びるなど，寝る準備をし，就寝する。
このように， Aさんはイ可をするにもパーソナルアシス
タントが必要で，介助時間は 1日約13時間である。しか
し，様々な決定はAさん自身が行い，自立生活をしてい
る。
家計収入は，半日の労働で得た給料と，残る半日分は
障害者年金でまかなう。サービスに関しては，全て社会
サービス法で保証され，家賃，電話代，食事代などは，
自分で支払う。収入が低ければ住宅補助を受ける，また
車椅子でズボンがすり切れる度合いが普通より激しけれ
ば，それも障害によるとみなされ，社会的にサポートさ
れる。
Aさんは，スウェーデンの青年とほぼ同じ時期に親元
を離れたが，障害の有無を問わず，普通の青年として生
活している。この国では，重度の障害を持っていても，
一人暮らしはごく当たり前のことである。どうしてこの
ような暮らしが可能なのか，我が国の「家庭科」のよう
な生活に必要な教育が特別にあるのか，愚問を発したと
ころ， 「スウェーデンでは両親が働らいているから，小
さい時から自分のことは自分でする。自立が，家庭の中
で，学校の中で，社会の中で馴れているからね。勿論家
族の中では，家事は手の空いている人がやるけど。でも，
それぞれのことは自分でやる，というのが基本になって
いるから。特に学校で教えなくとも，生活の中で身につ
けていく」という答えが返ってきた。自立生活は，幼い
時からの生活習慣の中で育まれているのであった。
2. Aさんの生活を支えるサービスステーション
Aさんのパーソナルアシスタントは，同じ集合住宅の
l階にあるサービスステーションを活動拠点としてい
る。ここには，障害をもっ人がいつでも来てよく，コー
ヒーを飲みながらスタッフ達や他の利用者と共に過ごす
ことも自由である。
このステーションは， 20人の障害をもっ人を70人のス
タッフで支えている。Aさんの住む集合住宅には， 24時
間ヘルプが必要という入居条件を充たす10人（男 7人，
女3人）の障害をもっ人が住み，残る10人は地域に住ん
でいる。利用者は，パーソナルアシスタントの誰に，ど
の時間に来て欲しいか申し出，このステーションが調整
する。
スタッフは，専門的な勉強をした職業人ではない。我
が国のパート労働と同ーとは考えられないが，理想的に
はパートが適切ということを反映し，フルタイムで働く
人は少ない。昼に勉強している学生は夜に，子どもがい
れば保育園に行っている昼間に，というように仕事がで
きる時間帯に働き，時間も本人の申請で決められる。が，
夜間や特定時間帯のスタッフ不足により，困る事態はこ
れまで無い，ということであった。また，スタッフは，
1日きっちり働くことはきついので，朝の着替えの後に
は，別の利用者の買い物を担当する，というように仕事
を組み合わせ，労働環境を自ら良好にする工夫をしてい
る。
スタッフとしての仕事は，身体的にも，精神的にも重
いが，週の法定労働時間の内 1時間は，本人の好きなよ
うに使うことが認められている。支給されている年間の
カードを利用して体操やプールにいく，散歩や昼寝をす
るなど，この自由時聞が労働時間に合められていること
で，仕事が長続きする。その結果スタッフの平均勤務年
数は，約10年であり，こうしたサービスの効率に良い影
響を与えている，という。
集合住宅に住む人と地域に住む人とで，サービスに違
いがあるか否かを問うたところ，利用者にもスタッフに
も，集合住宅に障害対応住宅がはめ込まれ，そこにサー
ビスステーションがあることが望ましい，という答えで
あった。地域に住む利用者の場合，移動に時間がかかる
ことから，一旦その人の家にいくと，終わるまで滞在す
ることになる。従って，利用者はプライパシーが欲しい
時にそれが得られず，スタッフにも気詰まりとなる。そ
れに対し，サービスステーションがある集合住宅に利用
者の住戸があると，利用者は一人になりたい時に一人に
なれ，スタッフも必要に応じてステーションとの往復が
できる故に、であった。
I スウェーデンの公的ホームヘルプ
サービス事業
サービスステーションのアジエンタさんから頂いた最
新版資料（図 1）をもとに，ホームヘルプサービス事業
についてみる。
1 .ホームヘルプサービスの契機
身体的障害をもっ人の組織が， 24時間周期，週7日に
わたるホームヘルプサービスを必要とする人々に対し，
充分なサービスを提供する新しい道を見つけるために，
公的ホームヘルプサービスをいかに運営しようとしてい
るかは，以下の通りである。
スウェーデンは，多くのヨーロッパの国々同様，貧し
さから豊かさへと広範囲の変化を経てきた。この繁栄と
政治的なプログラムによって，結果的に身体的障害をも
っ市民も同様に，生活状態は長期にわたって向上してき
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図1 資料「スウェー テごンの公的ホー ムヘルフ。サー ビス」
ている。この向上の推進力となってきたのは， スウェー
デン障害者連盟（Swedish Federation of Disabled 
Persons）の強力な働きかけがあった。
身体的な障害にとって，このことは半世紀ほどの大き
な変化を意味している。以前，障害者の多く は，成人期
になっても家族とともに，または施設に暮らしていた。
そして， 独立して， 尊厳ある生活をする権利も， 事実上
の機会も持っていなかった。
増大する生計費は補償されない，障害対応の家もない，
我々のニー ズにぴった りのホー ムヘルプサービスもな
い，他の地へ旅行する機会やテクニカルエイ ドもない，
等々の状況であり，ちょっとしたリハビリテー ションの
機会があるのみであった。
これらのニーズの多く は，今日大切にされているが，
まだ多くの仕事が残っている。開発が特に必要な分野の
一つは，政府の許可が強力な力となって働いてきている
が，地方政治局が開発プロジェク トを設け，試みてきた
ホームヘルプサービスである。スウェーデンにおけるホー
ムヘルフ。サービスは，地方自治体の権限を委任されてい
る機関が責任を負っている。
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2. 24時間ホームヘルプサービスプログラム
1 ）背景
1950年代，身体障害をもっ人々とその組織は，社会が
他の人々と同じ生きる機会を，障害を持つ私たちに提供
すべきであると， 要求を始めた。それは， 特に障害対応
に改造された住戸と人的援助に対する権利を提供すべき
である， ということを意味した。つまり，それらの権利は，
あらかじめ時間を予約することなしに， 必要が生じたと
きには何時でも， 行使できるべきである， という ことで
ある。私たちは， 可能な限り最小限の制限で，自由に暮
らすことを望んで、いた。私たちは，他の人々と同じよう
に，起きたい時に起き，お腹が空いたら食べ，必要になっ
たら風呂に入り，疲れたら眠ることを望んでいた。一日
の午前8時から午後5時までのホームヘルプサービスの
働き手によって決められる時間ではなく。 このことは，
l日24時間の安定したサービススタッフ付き，即ち24時
間ホー ムヘルプとよぶサービス方式付きの，自立して生
活できる住宅提供という考えに至る。
この種の最初の住宅は， 60年代後期に開発され，引き
続いて70年代と80年代に多く建設されてきた。
しかし，このサービス方式は，実施するよ り理論を述
べることの方が，より容易であることがすぐ判明した。
このサービスを受けて暮らす私たちへのサービスには，
あまりに官僚的ルールが確立していて，概念的には慣行
に従って行われているという ことが解った。このことは，
私たちが望んできたことではなく，心にあることでもな
かった。
私たちは，スウェーデン障害者連盟（多くが身体障害
を持つ会員による組織であるが）を通して，地方の政府
機関にいる政治家と地方自治体職員に対し，私たちの統
合した経験と見解を提供してきた。
サービスの消費者である私たちは，サービスが準備さ
れている方法以上にすること，そしてパーソナルアシス
タントとして働くことになっている誰かにとって，ス
タッフとして望ま しい労働状態にすることなどに，よ り
大きな影響を与えるよう， サービス方式の改良を要求し
た。自分自身の生活を決定できるという私たちの考えが，
実現されるべきということを確保するために。
10年位これらを要求し続けた後，政治家は聞く耳を持
ち始め， 私たちは盛んにプロジェク ト開発の場に招かれ
た。これは，1987年のことであった。
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3目プロジ、エクトの遂行
1)趣旨
ストックホルムに10車干の新築アパートが建築される動
きが始まる以前に，居住者は，スウェーデン障害者連盟
とストックホルム市福祉局による開発プロジ、ェクトに，
次の趣旨で関係できるよう申しでた。すなわち， 「関係
者が共にし，サービス計画と機構に対して，活発に助言
をする機会を認めることによって， 24時間ホームヘルプ
サービスを組織する新しい方法開発の刺激剤になるこ
と。スタッフに，よりよく，より魅力ある労働状態を提
供する目的もある。」を。
2）ブロジ、エク卜のメンバー
入居予定者は10人いる。内9人は，プロジェクトへの
参加に対し，興味を持っていた。しかし，このことは，
アパートを実現する必要条件ではなかった。
現在プロジェクトに関与している 9人の全ては，様々
な程度にパーソナルアシスタントを必要としていた。何
人かは広範囲のサービスを必要とし，他は失語ゃしゃべ
れない，記憶困難，弱視のような，身体的障害に伴う特
別な機能的欠損がある。
9人の内， 8人は男性， 1人が女性，年齢は24歳から56
歳である。また，内6人は成人してから， 2人は事故に
よる障害であった。他は，病気や出生時の結果による障
害であった。このプロジェクトが始まる以前， 4人は病
院に入院し，他の4人は親類と一緒に生活し， 1人が特
別に改造した学生アパートに住んでいた。
居住者が住んでいるアパートは，プロジェクトがス
タートする以前に準備された。結果，居住者は，デザイ
ンの進行に関与しなかった。しかし，アパートは，ストッ
クホルム市の障害対応建築ガイドラインに従い，アクセ
シビリティ上，良質の基準で建設されている。
ここには，ストックホルム市福祉局によって支払われ
るフルタイム基準の30人が雇用されている。必要があれ
ば，時間給で雇用される臨時のヘルプもある。開発プロ
ジ、エクトそれ自体は，地方福祉局による財源であるが，
同時に，スウェーデン障害者連盟によるプロジェクトマ
ネージとプロジェクトグループ及び情報普及に関して
は，政府の福祉局の財源でまかなわれる。
3）要旨または内容
プロジェクトは，打ち合わせにより，スウェーデン障
害者連盟による関係者の教育からスタートした。居住者
は，機能障害をもっ人の法律上の権利を告げられ，市民
としての権利と義務について議論する機会を与えられ
た。このコースは，自身が身体障害をもっインストラク
ターによって率いられた。
このトレイニングの間，関係者は，将来スタッフとし
て従事する予定者用の訪問用質問票を作った。居住者は，
職長と協力して，あらゆる仕事に携わる人への面接に関
与し，今でもそうしている。実際の理由として，居住者
はベアで，または一人で看護されるが，職を探し，就職
しようとしているスタッフに関する判断は，雇用決定に
あたっての重大問題だからである。
プロジェクトに含まれるあらゆるコースと教育は，居
住者とスタッフが一緒に受ける。
居住者とスタッフ聞のオープンな対話を保証するため
に，プロジェクトの到達目標に関し，より深いデイスカ
スが出来るようなミーティングを，頻繁に聞いている。
あらゆるパーソナルサービスは，個人的な誠実さが確
保されるるよう，小さなスタッフグループによって提供
される。このグルー プは， ［サービスグループ］と呼ばれ，
居住者の希望によって作られ，スタッフの間で，彼また
は彼女が最も良い状態で暮らすことのできるよう選ばれ
る。しかし，原則として，居住者は，スタッフメンバー
が彼，または彼女の個人的な援助内容を選択する権利を，
常に持っている。
サービスグループは，自身のミーティングを持ち，し
ばしば改良している。スタッフは，居住者自身からのミー
テイングにも招かれる。それぞれの居住者の個人的な
ニーズ、は，これらのミーテイングだけで検討される。
4.未来
1989年夏の聞に，プロジェクトは最終段階に着手して
いる。その時までに，組織は，オリジナルな意向に従っ
て継続して使える労働モデルを示す予定である。そのこ
とは，居住者に，サービス方式に影響を与える基本的な
権利を奪うことなく ，必要とする改良と改作を快く受け
入れる，ということだけを，実は意味している。
スタッフは，職長によって与えられているサポートに
加え，特別なサポートを要求してきた。この要求を満足
させるために，秋には，以前にスタッフカウンセリング
経庫食があるコンサルタントによって，ガイダンスが聞か
れる予定である。
最後に注意すべきことは，居住者自身のサービスに影
響を及ぼす可能性は，スタッフの労働状態が多大となり，
財政困難に至ることがあるということである。なぜなら，
パーソナルサービスは，伝統的な地方のホームヘルプ
サービスよりも，より高い質を持っているから。
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I 障害をもっ人のためのストックホルム
文化徒歩ツアー
Aさんが，まちを電動車椅子で自由に歩き回るには，
地域環境がバリアフリー化していることが欠かせない。
小冊子 『障害をもっ人のためのスト ックホルム文化徒歩
ツアー」（図2）は，障害をもっ入用の市内観光ガイド
書であり，障害をもっ市民にとっても，移動しやすいま
ちとするために，如何に配慮されているかを示している。
この小冊子の前文は，次のように書かれている。
Kultur っ場promenaaer 
執、＼言
臨調
Cultural 
walking tours 
Elena Sire 
Sten Leijonhufvud 
図2 冊子表紙
『障害をもっ人用ストックホルム文化徒歩ツアー』
1.前文
旅行者もスト ックホルム住民も，ストックホルムの美
しい，そして歴史的に重要な市内環境を見学をしたい時，
良いアドバイスが欲しい。まちを歩くことは，それを体
験するとても良い方法である。しかし，多くの興味ある
市の地域は，アクセスしにくい。特に障害をもっ人には。
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市は，必ずしも，誰にもそうあるべき連続性をもって整
備されているとは限らない。
このガイドは，ストックホルム市内の限定10の文化徒
歩ツアーの提案をしている。それらは，市の歴史的環境
の代表的なものや，また，障害即ち身体的な挑戦をして
いる（見たり，聞いたりできなかったり，アレルギーを
もっ人）異なるタイプの人と一緒に行動する人々に，扱
いやすいよう配慮し，選んでいる。
この徒歩ツアーは，ストックホルムの異なる歴史時代
で構成されている。強調すべきは，文化的・歴史的に重
要な建物，公共的な芸術の仕事，公園環境を中心に選ん
でいることである。時には，文学または芸術の歴史の観
点から，注目に値する人や出来事にまで言及している。
各ツアーは，互いに完全に独立している。それぞれのツ
アーは，何故それを選んで、いるのか，短い解説に紹介し
ている。本文には，市の特色となる部分の写真を添えて
いる。
各ツアーは，市内環境だけでなく，途中のより重要な
建築へのアクセスピリティに関する情報を含め，歩いて
いくルートに関する指示と市の歴史解説とを交互に書い
ている。徒歩ツアーは，エレベーターのあるメトロ駅か
ら出発し，そこで終わる。ルートを辿る上にある障害物
と，それらを避ける可能性についての注意も書かれてい
る。障害をもっ人専用の駐車場も，地図上に示している。
著者（ステンさん）は，冊子中の写真同様，市の歴史
解説を，責任を持って書いている。異なる障害者団体か
ら出されている類似書は，アクセシピリティに関して提
供されている情報として，評価することが出来ょう。多
くの人々からの価値あるアイデイアや情報提供は，彼ら
を援助する気にさせるから。
2 冊子のアクセシビリティ基準
全徒歩ツアーは，エレベーターのあるメ トロ駅から始
まり，終わる。障害をもっ人の駐車場は，地図上に示し
ている。常態的には，ツアー は， 決まった障害物がなく，
照明がよい，しっかりした地面と緩やかな勾配のル トー
を経て進む。明記された交通信号は，音響を考えて計画
されている。また， 1: 15を越える勾配，がたがたの砂利，
強い臭い，高い騒音レベルなど，アクセシピリテイ上の
どんな例外も，明記している。
訪れることの出来る建物について言えば，次の点を考
慮しているかどうかで判断している。すなわち，障害者
の駐車機能，戸外と玄関のレベル差，エレベーターと傾
斜路，トイレ，レストランのテーブルサービス，禁煙席，
誘導ループ，ガイド犬を連れる可能性，照明と方向サイ
ンである。広々としたトイレは，寸法が標準より短くと
も，大きくとも，本書に表示している。
重度障害をもってスウェーデンに暮らす
ツアーの一つ，シティーツアー（図3）を例に見ると，
メトロ駅からオステルマルス駅までのほぼ平坦な道を約 N 健康づくりとスポーツ
3.2km歩く。名所や道の様子（舗装されているか，石畳
みか，坂道かなど），ベンチや屋外も含めた喫茶店，障 Aさんは，勤務を終えた午後スポーツに出かけるが，
害者用トイレ（ 4カ所）が示されており，障害者用駐車 気楽にスポーツを楽しめる背景には，スウェーデンの風
場に至っては27カ所もある。 土，国を挙げての健康とスポーツに対する関心の深さな
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図3 シティツアーの場合
どがある。
スウェーデンには，67もの各種スポーツ連盟があり，
その内のスウェーデン全国スポーツ連盟（全国コルベン）
及び全国障害者スポーツ連盟（全国障害者コルベン）を
訪問し，聞き取りを行った。
それによると，スウェーデンでは，夏の聞に太陽の恩
恵を心身いっぱいに浴びることが，冬季の健康を左右す
る。また，散歩は非常にポピュラーな運動の一種と考え
られており，55歳以上の人パントラ対象の体力に応じた
マラソン大会がある，など，乳児から後期高齢者まで，
体力に応じた多様なスポーツが用意されている。スポー
ツによる健康づくりは，予防医学の役割を果たしている
のである。
コルベンのモットーは，①スポーツをすることによっ
て社会性が生まれ，人生の喜びがえられること，②スポー
ツには境界線が無く，誰でも，何時でも参加できること，
とある。更に，2001年の国民の健康づくりでは，「スウェー
デン人は，全て運動の中にある」というモットーを掲げ
ている程である。
また，スウェーデン社会では，良い仕事をするにはよ
い睡眠を，よい睡眠には運動が不可欠，という常識があ
り， 1日を労働8時間，余暇またはレジャー8時間，睡
眠8時間と 3等分し，生活リズムをつけることが，よい
労働力を確保する上での企業責任と考えられている。こ
のことは，障害を持とうと変わらず，市民の誰にも当て
はまる。
全国コルベンは，市町村約270支部，その上部である
県毎に19支部あり，それらを全国組織の本部として10人
のスタッフでとりまとめている。ここの主な運営資金は，
国の補助，減額してきているが県の補助，マーク入りT
シャツの販売などをする自主経営会社の収入，参加者の
参加費である。多くは，安価な使用料の公的施設を利用
し，活動期は9月から学校の終わる 6月までである。
全国障害者コルベンには，障害を身体障害，目が見え
ないや聾唖の障害，知的障害，と大きく 3つに分けてお
り，約400のローカルクラブ，約 5万人の会員がいる。
例えば，プールは最重度で、も泳げるよう建築されている。
そして，スポーツは「させてはだ、め」，「行ってはだ、め」
などということはなく，本人のやりたい気持ちを大切に
し，医者の指示が第ーとはなっていない。リハビリテー
ションを意味も解らずにするよりも，スポーツは楽しく
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でき，しかも人間関係もでき，心身によい効果がある。
そして，地域には，リハビリと連携しているスポーツク
ラブが多くある，という。
誰にとってもスポーツ施設は，崇高なヴィジョンをも
とに造られることより，身近にあることが第ーとなる。
ちなみに，スト ックホルム市で借りられるスポーツ施設
は数多くある （図4）。当然，スポーツ施設は，障害者
にとっても気楽にスポーツができるよう配置されるべき
とはいえ， 地域に障害者が多く住んでいるとは限らず，
興味あるスポーツ施設が身近にない場合もある。そうい
う場合には，交通サービスを使い，遠くの施設に出かけ
る，あるいは改造車を使うなどして，気楽にスポーツに
参加できる条件が整えられている。
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図4 パンフレット
「ストックホルム市貸出し施設」表紙・施設数
障害者スポーツの種類は多く（図5），パーソナルア
シスタントが一緒の場合，例えばバスケットのコートの
外まではよいとされ，何かあったときのみに手助けが許
されるなど，スポーツ種別に決まりがある。
以上から， Aさんの午後のスポーツは， 当たり前の日
課であることが理解される。
v スウエーデーンにおける障害者政策
スウェーデンにおいては，障害があろうとも，市民と
しての権利は，すべての人と同じく保証されている。そ
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「障害者スポーツ」表紙・スポーツ種類
の背景 を，「スウェーデ ンにおける障害者政策」
(Sweden Institute 発行）をもとにみる。
スウェーデンの障害者政策の目的は，十全な共生と平
等にある。機能障害をもっ人々は，地域生活上に，他の
??? ?
重度障害をもってスウェーデンに暮らす
人と同じ共生の機会を持たなければならない。この目的
を成し遂げる責任は，最終的には国，地方自治体，県に
あるものの，社会全体にある。
1 背景と現状
スウェーデンは，約8,800万人と人口の少ない高度工
業国である。この国は，第二次世界大戦にも巻き込まれ
ずに中立国を通し，国土に開発できる広大な自然資源を
持っていたということが， 1950年代， 60年代， 70年代に，
非常に良好な経済成長をもたらす助けとなった。この要
素もまた，社会改革を可能にした。
1981年国際障害者年とともに，政府はスウェーデン国
会の全政党によって，障害問題に関する国の行動計画を
画いた。
1 ）総合福祉政策
スウェーデン社会組織の一つの基本的要素は，社会全
体の福祉政策にある。それは，財政上の安全のためであ
り，また全市民に対して保証される社会的権利を願って
進められている。社会における一定のせっぱ詰まった層
に焦点を当てるのではなく，申請手続きや収入制限なし
で，すべての人に与えられるべき権利を意味する。当然，
この福祉システムは，機能損傷を持つ人々にも当てはま
る。
一般的な規定に，そしてそれ以上に多くの権利と，追
加・増大した福祉財政上の恩恵がある。このことは，機
能損傷を持つ人々への障害政策への特別財政も含んでい
る。
政策の基盤は，全納税者が納める税システムにある。
それをもとに，全ての人の利益をはかり，持っている能
力に従い，そして人々の生活状態を均す客観性をもち，
人類平等主義の社会原則に従った財政分配がされてい
る。
2）ハンディキャップの定義
環境と関係づけたハンデイキャップの概念は，当初は
機能損傷を持つ人の活発な，そして強い運動によって紹
介され，スウェーデン障害者政策に中心的な役割を果た
してきた。このことは，障害がある人の特性を見るので
はなく，機能損傷を持つ人がアクセス出来ない環境に直
面した時起こる何かを見ている。このアプローチは，公
的にも私的にも，彼らが移動という活動をする時，確実
に全てアクセスができ，損傷と病気がハンディキャップ
に変わらない，という責任を社会に課している。
3）責任の分担
スウェーデン社会の責任の分担は，機能障害をもっ人
の立場に自然に影響を及ぽすが，その特性の一つは，明
確に地方分権化した決定形式と結びついている中央権限
カf強いことである。
政府は，社会保険の採決手続き，全体的な計画立案，
分配方法の公表などに関する法律制度を決める責任があ
る。それによって活動の目標を明示し，地方自治体と県
は大きな自由をもって，実際上の方策の質と種類を決め
る責任を引き受ける。そして，仕事に出資する税を，自
身徴収している。
地方自治体は，教育，住宅，児童保護と社会サービス
への基本的責任を，県は，健康保護への窓口としての責
任を持つ。また，中央政府と県，地方自治体は，伝統的
に労働市場と医療・社会福祉事業同様，教育のほとんど
あらゆる公的サービスに責任を果たしていた。
上述したように，スウェーデンには私立の学校や病院
がほとんどなかった。慈善団体もまた，過去数十年以上，
障害者に対する法案への本当の影響を何ら持ってこな
かった。
しかし，過去10年の動向は，ある程度は様相を改め，
責任のより大きな地方分権化の方向に向かってきてい
る。中央権力の影響は，徐々に減ってきており，より大
きな責任が地方自治体に与えられてきている。この結果，
医療活動，社会活動両方に，自らの責任ある決定がなさ
れ始めている。
障害局と障害者団体の聞の接触を促進するように，地
方と地域レベルに，特別に同等な組織体がある。
4）障害者オンブズマン
障害者オンブズマン事務所は， 1994年7月1日に創設
された事業体である。ここの仕事は，特別な法令の中に
規定されている。条項の一つは，当局は，情報を提供す
ることを拒むことはできないこと，オンブ、ズマンと一緒
の交渉に従事できないことである。後者は，障害者の権
利と利益を監視するためである。一つの重要なツールは，
「障害者の機会均等に関する標準規則（UN）」であり，
1993年12月国会で可決された。法令は，いろいろな地域
の責任と限度，それらに関する原則を明確に述べ，障害
者の参加と平等の妨げをいかにして取り除いていくこと
ができるかに関する明確な知識を提供している。ス
ウェーデンにおいて，この職務は障害オンブスマンの責
務である。
更に，オンブスマンの仕事は，法律の欠陥を軽減する
よう働きかけ，政府に陳情運動をし，法令改正に関する
決定を目指すことである。
5）障害者の運動
障害者政策の進展の上で重要なファクターの一つは，
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深く根ざしたスウェーデンの人口動態の伝統にある。多
くのスウェーデン人は，いくつかの組合と協会のメン
バーであり，約47万人が障害者運動のメンバーである。
国レベルでは，全国的には約2,000地方協会あり，性
質の異なる障害者グループといわれる40以上の組合があ
る。国の組合は，参加29協会からなるスウェーデン障害
者組合共同体（Handikappforbundenssamarbetsorgan) 
を形成してきた。
この障害者の団体は，利害関心グループとして活動す
るために，国や県と，地方自治体から財政的支持を受け
取る。すなわち，彼らの仕事は，政治的に重要な障害問
題を周知させ，意見を形成し，研究に巻き込むことであ
る。
スウェーデン障害者団体の特色は，機能損傷者の団体
が多く，それに左右されてきた事実にある。関心グルー
プとしての彼らの経験と活動を通して，これらの団体は，
障害者問題に価値ある助言者として，当局に注目される
ようになってきた。彼らの代表者は，県，地方，地域レ
ベルで，機能障害者に重要な問題を提出するグループに
委託し，仕事に取りかかっている。
2.法律
機能損傷者の権利に関する法律は，彼らの属する文脈，
例えば教育や労働環境，社会サービスに関する法律に，
何を込めたいかに関する統合された論点への願いによっ
て性格vづけられる。
地方自治体の社会サービスと，県の健康・医療サービ
スは，活動の骨組みと目標を明記しているが，しかし法
律の枠組みの中には，地方自治体と県に法律を解釈し，
彼らのガイドラインに従った活動を工夫する充分な機会
を与えている。
1982年以前にでき，地方自治体の責務を規定している
社会サービス法は，次のことを強調している。すなわち，
身体上や精神機能上の損傷をもっ人が，ニーズと一致し
た方法で生活し，旅行し，動き回り，公共の建物や戸外
へのアクセスを得ることによって，コミュニテイの中で
活発に活動ができること，である。
地方自治体のソシアJレサービスは，そこに住む人々が，
必要とするサポートとヘルプを手に入れることを保証す
る根本的な責任を持つ。これは，援助が，地方自治体に
よって履行されなければならない，ということを意味し
ているのではなく，彼らは適切な方法で，個人に供給さ
れる手段を講じる義務を負わされている，ということで
ある。
ハピリテーション（社会適応訓練）とリハビリテーショ
ンは，県の義務として課された職務であり，機能損傷者
へのテクニカルエイドと，耳が聞こえない人や耳・眼両
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方障害をもっ人へ，毎日通訳するための通訳サービスの
用意をすることである。これらの責務は，健康・医療サー
ビス法に新しく採用された付加事項に規定されている。
その目的は，健康・医療サービスは，全ての市民に平
等な条件のもとに提供されるべきであり，患者と協力し
て計画され，履行されるべきである，ということである。
1994年1月1日から実施された法律，確定した機能損
傷者への援助とサービスに関する法律（LSS）は，機能
損傷者の権利にまで拡げている。この法律は，スウェー
デン法律の骨格をなす法律の上に，大事な点の逆転をも
たらしている。
法律の最も重要な要素の一つは， パ｝ソナルアシスタ
ントの権利である。地方自治体は，援助を命令し， 自身
援助の使い手となる個人個人の財政的サポートを提供す
る。しかし，この権利は， 65歳以下には制限がある。
特別な法，援助報酬に関する法律 （LASS）の下で，
国は一人の人が週20時間以上の援助が必要な場合，その
費用を支払う。それより少ない必要の場合に支払うのは，
地方自治体である。1996年，合計約1万人がパーソナル
アシスタンスを受けてきている。
その法律もまた，その権利を，機能損傷がある子ども
の両親に対する財政的支援まで拡げている。彼らは，毎
年子どものために使う有給休暇の10日間，財政的補償を
得ることができる。
法律に規定された他の権利は，相談と他のパーソナル
な専門家のサポート，話し相手サービス，戸外への短い
滞在（主に身内の負担を和らげるために） が，この法の
名の下に提供され，援助は無料である。しかし，それら
は問題児矯正学校，児童や若人が生きるに必要とする特
別なサービスのあるファミ リーホームやホーム，成人へ
の特別なサービスのある家を除外している。
継続して長期間サポートが必要な約5万人は，この法
の下で多様な種類のサポートを受け続けている。LSSで
は，以前の法律とは異なり，約3万5千人の知的障害者
が，この法の名の下にサポートの提供を受けている。
3.住宅事情
1 ）住宅と物理的環境
住宅計画に責任のある地方自治体は，家への必要なア
クセスがなされ，誰でもアクセスできるべきと言う目標
をもって住宅を計画しなければならず， しかも高齢者と
機能損傷者に対し，特別の注意を払わなければならない。
地方自治体はまた，住宅地が良く計画され，住民に良
い環境とサービス，通信機関を提供することを保証する
責任がある。狙いは，住宅が誰にも平等な条件のもとに
あることにある。
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重度障害をもってスウェーデンに暮らす
計画のスタート時から適切に良く計画されると，機能
損傷者がモダンな住戸に住み，必要なパーソナルサポー
トをえられる住環境上の改造を適切にし，しかもより容
易になることは，経験上明らかである。
それにも関わらず，より厳しい移動障害者にとっては，
しばしば特別の寸法が必要になる。特別な国の法規では，
彼らの必要を充たすような方法でデザインされた障害対
応の家（図6）を許可している。このことは，新築でも
古い家にも，そしてあらゆるタイプの機能損傷（移動障
害や視覚障害，アレルギー，人工匠門や萎縮）に，適応
される。
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図6 障害対応住宅の例
障害者の家の改造は，睡眠，休息，個人の健康法，調理，
食事，辺りを動くことなど，生活上の機能に相関してい
る。広範囲にわたる機能損傷がある人は，必要であれば
1日24時間ヘルプとサービスを得ることができるグルー
プ住宅やサービス付き住戸を利用できる。
2）ソシアルサービス
地方自治体は，地域ニーズと状態に合わせるために，
ソシアルサービスの責任を負う。
各地方自治体は，高齢者や公共建築物に住んでいない
機能損傷者へは，組織されたホームヘルプサービスを用
意している。これは，主に，掃除，調理，買い物，衣類
ケア，個人の健康法と一般的な個人ケアなど，すなわち
家事援助を意味する。ホームヘルプサービスへ支払われ
る代価は，それを受ける個々人の収入による，とされて
いる。
3）施設暮らし
施設暮らしは，過去10年間で，普通の住宅地にある多
様な自立生活の形態に，大きく転換してきている。機能
損傷者が，他と協力して自立生活をすることが出きるこ
とは，普遍的目標の重要な部分である。
この進展は，知的障害者の場合に，より明らかになっ
てきた。LSS下で，彼らを施設に入れることは最早許さ
れない。知的障害者千人以上が，現在まだ施設に住んで
いるものの，彼らもまたグルーフ。施設へ移る予定である。
グループ施設で与えられるサポートは，居住者のニー
ズに従って変化する。最も多いのは， 4から 5住戸から
なるグループ居住者が，多様な種類のサービスを 1日24
時間， 当番のスタッフを共にして，提供されている。
4.労働生活
“誰もが働くこと”は，スウェーデンの労働政策の目
標としてきたものである。しかし，スウェーデンの最近
の高失業率下では，機能損傷者の就労のチャンスが制限
されてきている。
仕事場に対する法律を含む建築法と計画法令上，そし
てそれ以上に，労働環境法令上，物的環境や働く組織な
どを，雇用主もまた機能損傷者のニーズに合わせ，適し
たものに変えなければならない，と規定している。
雇用政策の施策の多くは，機能損傷者がオープンマー
ケットで仕事を見つけやすくすること，またこのことは
不可能であるが，代わりの労働機会を造ることを，目指
している。
労働能力の査定は，職業から起こるリハビリと職業ガ
イダンスの活動が，国の労働市場の一部を形成している
雇用能力協会で規定される。その協会は，最近財政の実
際に関し明確な要求を持つ，より地方分権化されたユ
ニットに，再編成されてきている。
財政的な分担は，労働組合と雇用主聞の普通の団体協
約下にあり，適用する賃金と条件で，機能損傷をもっ雇
用者を募集することを，雇用者に求めている。
機能障害者へのトレイニングは，関係会社の見習い雇
用を兼ねて行われる。また，補助金は，雇用者が仕事場
を機能損傷者のニーズに適合するようにする，テクニカ
ルエイドを設ける，または特別な保証をすることに利用
できる。
リハビリと医療 ・社会・職業上の訓練は，比較的短く
集中的な期開催されなければならない。目標は，機能障
害者が可能な限り仕事に就くことを可能にすることだか
ら。
昔は国に帰し，今日では有限会社の形態をとっている
スウェーデンにおける全雇用に責任を負うSamballAB 
という会社グループがある。およそ職業に就けない3万
千人は，これらの会社に雇われる。はじめは工業製造に，
大部分は，なおサービス業に雇われている。Samball 
ABは，必要が生じる所で，職業上の困難をもっ人のス
キルを進展させ，意味ある仕事を供給しようとしている。
同時に，企業は，スウェーデンの商業と工業の数ある中
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のーっとして，職分を果たす見込みである。固は，
Samball ABが提示する予定の，職業上困難をもっ人に
対する最小限の仕事の機会の総時聞を決めている。有効
期間は，生産された商品とサービスの販売をもとに，毎
年固と国会により決定され，国の報酬によって資金調達
する。
市営のデイセンターは，知的障害者に対し，毎日の活
動日課の中に有給の仕事を含め，使うことができる。
5.文化と娯楽
機能障害者にとって，市場にある文化活動の範囲で，
他の人と同様にアクセスできるべき，ということは実現
していなかったが，1974年にRiksdag決議により変わっ
た。それにも関わらず，文化的な生活は，多くの機能障
害者に，まだ殆どアクセスブルでない。このことは，マ
スメディア，文学，教育資料，文化施設，娯楽設備，利
用できる範囲に関する情報同様，当てはまる。
一般に，大都市のすぐ付近にさえ娯楽設備と広大な自
然地域が広範囲にあるスウェーデンには，娯楽の機会が
余るほどある。国は，機能障害者が文化的，娯楽的活動
を共にすることを容易にする新しい方法と技術を開発す
る補助金を出している。
機能障害者には， 娯楽としても，競技形態でも参加で
きるスポーツが確立している。
この国はまた，文学作品をカセットテープに録音し，
視覚障害者への点訳資金を出している。スウェーデン国
立図書館は，他の図書と一緒に，視覚障害と他の読書困
難者のために，録音と点字（TPB）による文学を用意
している。TPBは，毎年3千冊以上のタイトルの録音
本と， 400タイトル以上の点字本を用意，または購入し
ている。図書館もまた，読書困難な高等教育を受けてい
る学生のために，学習用文献を用意する。例えば，新ス
ウェーデン百科事典の電子翻訳は，障害者に適応すべく
大規模なプロジ、エクトとして取り組まれている。
公立図書館は，聞こえない人のために，文化やニュー
スのプログラム付きの手話言語ビデオプログラムを準備
し，毎日のスウェーデンテレビ放送番組ニュースを放送
する。
国は，視覚障害者への新聞製作を支援する。機能障害
の他のグループ（特に失語症など）は，また音声新聞を
申し込む可能性があるので，60紙以上の新聞編集がされ，
カセットに録音されている。今後数年以内には，ラジオ
放送言葉に統合された新聞技術が， 価値ある開発として
出現すると予想される。
国は，また耳の聞こえない人に対する劇場公演にも補
助金を出している。耳の悪い人と，他に知的障害者と，
若干の読書困難者のグループに対して，特に聞き易い形
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でのパンフレットなどを制作する補助金を提供してい
る。
6.テクニカル工イド
機能障害者は，活動的な自立生活をするために， うま
く機能するテクニカルエイドが必要となる。
スウェーデン障害者協会は，国家レベルの公的法人団
体であり，テクニカルエイドを評価し，この分野の活発
な調査と啓発を行うという課題を持っている。保健 ・医
療サービス法の下，国の協議会は，機能障害者にテクニ
カルエイドを提供することを義務づけている。
テクニカルエイドセンターは，ほてつ術（義肢や義眼
などをはめること），車椅子や他の援助を，助言を含め
て提供している。
視覚障害者へは視覚センターがあり，聴覚障害者には
特別な聴覚センターがある。地方自治体もまた，聴覚障
害と聴覚・視覚障害への説明センター経由での説明サー
ビスを提供する。サイン言語説明の訓練は，国が財源を
賄っている。
一般的に，機能障害者はテクニカルエイ ドを，費用を
気にせずに試し，訓練し，修繕，維持することができる。
しかし，これらのサービスの範囲は，県内の地域によっ
て多様性がある。地方自治体は，これらのサービスのた
めに，固から報酬を与えられる。
7.社会保険
16歳から64歳の人々は，医療上の理由から自身を支持
することが出来ない障害によって，または早期退職年金
を，高齢者年金に相当する総額の年金として得ることが
できる。この必要条件は，受取人の仕事能力が，少なく
とも 4分のlまで永久に衰えていることである。労働能
力が衰えている程度次第で，全て， 4分の3，半分，4
分のlの年金が支払われ，課税対象となる。その権利は，
社会保険事務所が決定する。
働く能力が衰えている人は誰でも，永久な基準でなく，
衰えが少なくとも 1年持続すると予想されるなら， 一時
の病気給付を受けることができる。
障害手当は，彼らの傷害と病気のせいで背負っている
余分のコストを，機能障害者に補償しようとするもので
ある。それは， 65歳以前に障害を負った16歳以上の人々
にも支払われる。物理的，または精神的機能の判定は，
少なくとも 1年間，人が毎日の生活し，働くために，多
くの時間ヘルプを必要とし，毎日の生活に事実上特別な
費用を背負い込む程度まで， 余儀なくされる状態とされ
る。
障害手当の定額は，どれほどヘルプが必要かによる。
それは無税であり，施設でケアされている人には支払わ
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重度障害をもってスウェーデンに暮らす
れない。一方で，それは視覚障害者や重症の聴覚障害者
へも，常に支払われる。
ケア手当は， 6ヶ月以上少なくとも特別な注意とケア
を必要とする機能障害をもっ16歳以下の子どもの両親に
も支払われる。それには，伴うケアと特別なコストへの
報酬，両方を含んでおり，課税対象となる。
終わりに
障害を持って北欧，特にスウェーデンに暮らすことは，
地球上の国の位置からは非常に困難なことであろうと推
測される。にもかかわらず，重度障害を持つAさんは，
訪れたわずかな時間内でも，当たり前の市民として仕事
を持ち，生活自立をし，健康に，充実した人生を歩んで
いることが，明かであった。
スウェーデンは， 180年余の間参戦しないで中立国を
通し，豊かな自然資源を高度工業国づくりに生かし，国
民の生活リズムや自然の恵みを大切にし，誰もが健康に
安心して暮らすことのできる社会を築いてきている。そ
れも，政策的に人生のどの段階でも，どんな状況（障害
や病気など）でも，その人の欲する生活を住み慣れた地
域で営めるよう，住居，教育，労働，家庭生活などを包
括的に援助する社会システムを構築している。しかも，
全ての国民に平等に。 Aさんは，そうしたスウェーデン
社会だからこそ，ごく普通に暮らしているのであった。
一方，我が国をみると，ハートビル法やバリアフリー
法の制定，バリアフリー住宅の普及など，少しずつ物的
環境の整備が進展していくかにみえる。しかし，包括的
に障害を持つ人の様々な権利保障を定めた法律は無く，
社会の中に障害者の不利益は厳然とある。
また，スウェーデンの障害者の自立生活とは対照的に，
日本人の生活状況は「総人口の半分以上が障害者」とい
う話が， Aさんの家でなされた。スウェーデン社会を日
本にそのまま当てはめることはできないとはいえ，ス
ウェーデン社会のあり方を通し，障害を持つ人だけでな
く，日本人の暮らしの根っこをどのように考えていくか，
これを契機に更に研鐘に励みたい。
本研究ノートは，平成11年度北方園生活福祉研究所研
究費助成を受け，約2週間の北欧研修旅行をもとに，ま
とめた。ここに記して，深く感謝する次第である。また，
「はじめに」に記したがスウェーデン在住の本学非常勤
講師藤井恵美先生に深く感謝申し上げる。最後に，資料
整理を手伝ってくださった小野理映子さん，ありがとう。
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Living in Sweden with Heavy Disabilities 
-the social background for a normal life -
Sachiko Abe Northern Region Research Center for Human Service Studies 
Abstract 
In Sweden lives Mr. A, who is a heavily disabled person. He lives by himself and also works on the 
fifth floor in an apartment house for the disabled. In the ’service-station' which is established on the first 
floor. personal assistants are ready to visit him on his demand and to provide home-help-services acoording 
to his needs. Terefore. he can liv巴 byhimself from day to day. 
This study examines the background that supports his daily life. 
This report traces interviews with Mr. A and the staff of the service-station. to illustrate the contem-
pory state of the home help service business in Sweden. 
Secondly. based on the booklet；”Cultural walking tours for disabled persons -STOCKHOLM－”. It is 
introduced how cities in Sweden consider the disabled. As Mr.A enjoys sports in his daily life, it is de-
scribed how people in Sweden feel about ’health and sports’， and the situation of sports for the disabled in 
the country . 
Finally, focusing on Sweden and the policies for the disabled which make Mr. A’s life socially possible. 
attempt to describe background. views. laws. housing conditions, working life. culture. amusement, tech-
nical aids and social insurance of the country is o旺ered.
As a result. it is thought that only becouse Sweden has established social systems in which every-
body can live equally. at every stage of life. in al areas. that Mr. A can live his normal life. 
Key words : service-station. home-help service. access friendly towns. health and sports. policies for the 
disabled 
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